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板橋区立熱帯環境植物館（高島平8-29-2）で、7月14日から、熱帯にすむ珍

しい昆虫を紹介する特別展「熱帯の昆虫」が9月2日(日)まで開催。時間は10

時～18時　入館は17時30分まで。休館日は毎週月曜日、祝日または休日の場

合は直後の平日。

メイン会場となる同館2階の企画展示室では、世界最大のカブトムシとして

知られる中南米の「ヘラクレスオオカブト」や東南アジアの「ギラファノコ

ギリクワガタ」、オセアニアの「ニジイロクワガタ」といった熱帯の昆虫の生

体が展示されており、実物を間近で観察することができる。また、美しい

「モルフォチョウ」や巨大な「ナナフシ」などの標本も解説パネルとあわせて

展示されているので、来館者は多様な昆虫の生態や特徴を学ぶことができる。

なかでも人気があるのは「昆虫ふれあいコーナー」、東南アジアのカブトムシ

やクワガタムシに直接触れることができるとあって、大勢の親子連れで賑わ

っている。本企画展の開催期間中は、偶数日に「アトラスオオカブト」、奇数

日に「ツヤクワガタ」「ヒラタクワガタ」などと触れあうことができる。各日

10時30分～12時、13時30分～15時、15時30分～16時30分。各回20人、10

分間交代。各開始時刻の30分前から整理

券配布。

◎エイ「チャオ」のぱくぱくタイム　8

月31日(金)までの火曜～金曜、15時15分

～15時20分。体盤幅1ｍを超す大きな淡

水エイの迫力ある餌やりシーンを公開。

※生物の状態などにより中止の場合あり

◎スパイス＆ハーブキッズ わくわくチャ

レンジ　8月18日(土) 10時～11時と13

時30分～14時30分　エスビー食品株式会

社の協力により、カレー粉づくりなどを

通じてスパイスやハーブを楽しむ体験イ

ベント。小学生対象で、各回先着150人。

入館料、大人260円　65歳以上130円

夏休み中は小人130円が小・中学生は無

料になる。

牧野記念庭園記念館(東大泉6-34-4)では、７月14日から、夏休み特別展

「ドクターマキノと道草たんけん～空飛ぶ胴乱号にのって」を開催中。入場無

料。時間は9時30分～14時30分　開園時間は9時～17時。火曜日休園。

採集した植物を入れる「胴乱」を肩にかけ、野山に出かけた牧野富太郎。

そんな牧野博士によく似たキャラクター「ドクターマキノ」が、植物の知ら

れざる姿を紹介する科学絵本「ドクターマキノの植物たんけん　雑草のサバ

イバル大作戦」（里見和彦氏　作・画）の原画が展示されている。

作中で描かれた植物の標本や種子なども紹介するほか、展示室には「胴乱

号」の模型が出現！夏休みのこの時期に合わせ、子どもにも楽しめる特別企

画になっている。

【ドクターマキノの植物たんけん　雑草のサバイバル大作戦について】

里見和彦氏（元高知県立牧野植物園職員）による科学絵本。

牧野富太郎を尊敬する架空の人物「ドクターマキノ」が、ネコのタマや子

どもたちと、植物の力で地球を救う夢をかなえるため、春・夏・秋・冬の身

近な植物を観察し、雑草の「いきもの」としての面白さを教えてくれる。

◎夏休み自由研究相談会(植物編） 8

月19日(日)13時30分から1時間(終了10分

前まで受付可) 場所　牧野記念庭園講習

室　学芸員

が植物に関

する自由研

究について

の疑問に答

える。名前

の分からな

い植物の同

定や牧野富

太郎を調べ

る研究の手

伝いなどを

する。無料。

.ドクターマキノと道草たんけん隊　作画里見和彦



昨
年
５
月
年
齢
的
に
マ

イ
カ
ー
と
別
れ
、
川
崎
市

北
部
の
丘
陵
地
か
ら
一
度

は
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
光
が
丘
に
引
越
し
て

き
て
約
１
年
が
経
過
し

た
。
木
々
が
大
き
く
育
ち

四
季
の
変
化
も
手
伝
っ
て

地
上
付
近
と
上
層
階
と
で

異
な
る
美
し
い
景
色
を
楽

し
ん
で
い
る
。
来
訪
者
も

居
住
者
も
驚
く
光
が
丘
を

南
北
に
貫
く
太
い
並
木
通

り
に
、
多
世
代
の
人
々
が

多
く
行
き
交
う
様
は
、
光

が
丘
と
周
辺
が
一
体
と
な

り
、
開
発
当
初
描
か
れ
た

「
地
域
に
開
か
れ
た
ま
ち

づ
く
り
」
が
実
現
し
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
。
練
馬

区
の
平
成
29
年
度
区
民
意

識
調
査
で
光
が
丘
地
区
を

含
む
地
域
（
郵
便
番
号
１

７
９
）
は
、
住
み
よ
い
・

ま
あ
住
み
よ
い
が
95
・

８
％
で
、
買
い
物
が
し
や

す
い
、
緑
が
多
い
も
高
評

価
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ふ

る
さ
と
光
が
丘
の
意
識
も

醸
成
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
転
居
初
日
、
団
地
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
「
こ
ん

に
ち
は
」
の
言
葉
を
受
け
、

挨
拶
が
習
慣
（
場
所
に
よ

り
強
弱
が
あ
り
そ
う
）
に

な
っ
て
い
る
ら
し
く
和
ん

だ
気
分
に
な
っ
た
。

行
き
た
い
所
が
徒
歩
圏

内
に
全
て
あ
る
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
を
緑
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
使
い
な
が
ら
楽

し
み
、
そ
し
て
都
内
有
数

の
光
が
丘
公
園
、
中
古
に

な
っ
て
も
あ
ま
り
下
が
ら

な
い
住
宅
価
格
へ
の
安
心

感
、
始
発
駅
の
便
利
さ
、

他
団
地
に
は
な
い
年
間
６

万
人
が
集
う
近
く
て
上
質

な
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
や
同
じ

く
２
千
人
前
後
が
学
ぶ
Ｎ

Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
等
の

カ
ル
チ
ャ
ー
が
こ
の
地
域

の
魅
力
の
源
に
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
光
が
丘
に
つ
い
て

生
活
の
舞
台
と
し
て
の
素

晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
触
れ

た
が
、
こ
こ
か
ら
は
少
し

視
点
を
変
え
て
そ
の
舞
台

等
で
営
ま
れ
る
生
活
を
中

心
に
「
こ
れ
か
ら
の
光
が

丘
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。

学
校
や
職
場
等
に
帰
属

し
て
い
る
世
代
は
、
そ
こ

と
関
係
し
た
生
活
が
続
く

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
か

ら
大
幅
に
急
増
す
る
高
齢

者
の
生
活
の
あ
り
方
が
大

き
な
テ
ー
マ
に
な
り
そ
う

で
光
が
丘
も
例
外
で
は
な

い
。で

は
ど
う
す
る
か
。
こ

の
分
野
で
活
躍
す
る
松
本

真
澄
氏
が
「
高
齢
者
の
居

場
所
づ
く
り
の
重
要
性
」

を
説
い
て
い
る
が
同
感
に

思
う
。
即
ち
高
齢
者
が
生

甲
斐
を
感
じ
る
楽
し
い
居

場
所
を
よ
り
多
く
持
つ
事

が
こ
の
地
域
を
良
く
す
る

と
い
う
発
想
で
あ
る
。
私

達
夫
婦
の
場
合
、
Ｉ
Ｍ
Ａ

ホ
ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

か
ら
始
ま
り
、
そ
こ
で
配

ら
れ
た
チ
ラ
シ
で
他
ホ
ー

ル
（
殆
ど
無
料
か
低
料
金
）

を
知
り
、
都
の
シ
ル
バ
ー

パ
ス
を
使
い
楽
し
む
習
慣

が
つ
い
た
。
又
、
同
じ
Ｉ

Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
で
の
講
演
会

で
「
男
の
カ
ン
タ
ン
料
理

教
室
」
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、

ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
等
作
っ

た
り
、
料
理
は
同
時
に
２

品
以
上
作
る
と
ボ
ケ
防
止

に
な
る
と
い
う
事
も
教
わ

っ
た
り
、
作
っ
た
料
理
を

味
わ
い
な
が
ら
情
報
交
換

を
楽
し
ん
で
い
る
。
最
近
、

タ
ダ
で
ど
こ
に
い
て
も
出

来
る
と
い
う
俳
句
も
始
め

た
。
句
会
で
は
参
加
者
同

士
が
作
品
に
つ
い
て
論
評

し
あ
い
、
最
後
に
先
生
に

ま
と
め
て
頂
く
と
い
う
や

り
方
で
楽
し
む
の
で
あ
る

が
、
句
会
が
な
い
場
合
も

１
日
１
句
日
記
代
わ
り
に

作
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文

化
セ
ン
タ
ー
の
月
１
回
の

「
東
京
ぶ
ら
り
散
歩
」
も

史
跡
だ
け
で
な
く
タ
イ
ム

リ
ー
な
場
所
も
あ
っ
た
り

で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
含
ん

で
い
る
の
で
新
鮮
な
情
報

を
目
・
耳
・
口
か
ら
得
る

事
が
出
来
面
白
い
。
こ
こ

ま
で
「
居
場
所
づ
く
り
」

で
の
私
の
例
を
挙
げ
た

が
、
地
域
の
方
々
も
趣
味

も
含
め
様
々
な
活
躍
の
場

（
居
場
所
）
を
お
持
ち
だ

と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
光

が
丘
地
域
は
立
派
な
活
躍

の
舞
台
が
そ
ろ
っ
て
い
る

の
で
、
住
民
の
「
行
動
」

次
第
で
、
居
場
所
が
更
に

増
え
地
域
が
よ
り
活
性
化

し
、
よ
り
楽
し
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

あ
る
。

「
居
場
所
づ
く
り
」
の
す
す
め

光
が
丘
Ｐ
Ｔ
計
画
者

井
上
　
十
三
男

光
が
丘
Ｐ
Ｔ
を
計
画
し

た
の
は
約
半
世
紀
前
で
あ

る
。
先
例
に
学
ぼ
う
と
米

国
の
高
層
高
密
度
団
地
を

訪
ね
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
ど
真
ん
中
ピ
ー
タ
ー
ク

ー
ペ
ー
分
譲
団
地
で
、
日

本
贔
屓
の
老
婆
に
会
い
、

築
後
30
年
を
経
た
２
Ｌ
Ｄ

Ｋ
の
部
屋
を
案
内
さ
れ

た
。
部
屋
は
日
本
風
の
居

間
と
き
れ
い
な
台
所
に
リ

フ
ォ
ー
ム
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
団
地
は
大
木
で
高
層

建
物
の
圧
迫
感
を
緩
和

し
、
建
物
の
外
装
に
最
初

か
ら
古
び
た
感
じ
の
レ
ン

ガ
色
タ
イ
ル
を
貼
っ
て
い

た
。
ま
た
青
少
年
が
大
声

を
あ
げ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽

し
ん
で
い
た
。
高
層
高
密

度
団
地
に
は
①
密
度
感
緩

和
の
た
め
大
木
が
必
要
、

②
居
住
者
は
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
若
い
世
帯
も
転

入
出
来
る
よ
う
に
、
多
様

な
住
戸
型
、
賃
貸
等
の
種

別
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。

光
が
丘
Ｐ
Ｔ
の
最
初
の

計
画
目
標
（
原
点
）
は
こ

れ
か
ら
の
外
部
環
境
の
変

化
で
、
ど
の
様
に
変
わ
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
か
。

計
画
目
標
の
①
は
多
様

な
家
族
が
住
む
ま
ち
で
あ

る
。
小
家
族
か
ら
大
家
族

（
１
Ｄ
Ｋ
〜
５
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
、

賃
貸
・
分
譲
、
公
団
・
都

営
・
公
社
住
宅
を
望
む
家

族
が
住
む
ま
ち
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
急
激

な
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
。
欧
州

の
よ
う
に
建
物
の
階
数
を

低
く
す
る
減
築
す
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
か
。
国
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
地
方
は

人
口
減
少
す
る
が
、
東
京

都
は
横
ば
い
で
あ
る
。
ま

た
Ｕ
Ｒ
も
現
状
維
持
と
聞

い
て
い
る
。

②
安
全
な
ま
ち
で
あ

る
。
住
区
を
横
断
し
な
い

幹
線
・
歩
車
分
離
の
道
路

網
、
無
電
柱
と
共
同
溝
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
監
視
、
地

域
給
湯
・
暖
房
等
の
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
今
後
想
定

さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
対

応
は
ど
う
か
。
都
の
調
査

で
は
津
波
・
火
災
・
建
物

倒
壊
等
の
被
害
想
定
で
、

練
馬
区
は
被
害
の
小
さ
い

区
と
し
て
、
板
橋
区
に
つ

ぐ
第
２
位
で
あ
る
。
し
か

し
光
が
丘
で
も
日
頃
か
ら

の
対
応
は
必
至
で
あ
る
。

特
に
建
物
の
「
ゆ
れ
」

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
の
閉

じ
込
め
」
対
策
は
居
住

者
・
事
業
者
に
必
要
で
あ

る
。③

光
が
丘
駅
を
囲
む
中

心
街
の
あ
る
ま
ち
で
あ

る
。
駅
を
中
心
に
Ｉ
Ｍ

Ａ
・
官
公
庁
等
を
配
置

し
、
利
便
性
が
高
い
ま
ち

で
あ
る
。
将
来
大
江
戸
線

の
Ｊ
Ｒ
東
所
沢
へ
の
延
伸

は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う

か
。
延
伸
す
る
と
駅
は
タ

ー
ミ
ナ
ル
駅
か
ら
通
過
駅

と
な
る
。
利
用
者
は
減
少

し
、
ま
ち
の
活
気
に
影
響

を
及
ぼ
す
。
今
後
の
人
口

減
少
社
会
に
お
い
て
、
埼

玉
県
域
と
新
宿
駅
を
直
結

す
る
需
要
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。④

当
初
計
画
で
実
現
で

き
な
か
っ
た
地
域
情
報
網

整
備
の
事
で
あ
る
。
さ
ら

な
る
高
度
情
報
化
社
会
を

迎
え
。
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ

ン
・
マ
ス
コ
ミ
等
は
一
層

高
度
化
し
て
い
く
で
あ
ろ

う
。
ま
た
光
が
丘
地
域
情

報
と
し
て
、
光
が
丘
新
聞

の
役
割
は
貴
重
な
存
在
に

な
っ
て
い
く
と
思
う
。

そ
の
他
⑤
大
木
に
囲
ま

れ
た
超
高
層
〜
中
層
の
多

様
な
住
棟
群
⑥
ま
ち
の
骨

格
を
形
成
す
る
長
寿
命
の

銀
杏
・
楠
の
緑
道
軸
⑦
児

童
・
生
徒
の
増
減
、
団
地

と
地
域
を
つ
な
ぐ
学
校
群

も
あ
る
。

築
後
70
年
を
経
た
ピ
ー

タ
ー
団
地
は
今
ど
う
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
あ
の

老
婆
は
天
国
か
ら
ま
ち
の

様
子
を
見
守
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
光
が

丘
に
、
私
達
計
画
者
は
当

初
目
指
し
た
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
な
計
画
原
点

を
保
ち
続
け
る
こ
と
を
念

願
し
て
い
る
。

計
画
の
原
点
は
不
滅
か

光
が
丘
Ｐ
Ｔ
計
画
者

青
柳
　
幸
人



青柳幸人
１９３３年　山梨県市川大門町（江戸時代の代官所々在地）に生まれる

１９５１年　甲府第一高等学校卒業

１９５８年　早稲田大学理工学部建築学科卒業

同年　日本住宅公団（現UR都市再生機構）入所

１９７０年～７９年　光が丘PTの構想計画　用地取得

「一団地の住宅施設」都市計画決定まで現地事務

所長等として直接参画

１９７９年～８８年　公団内の窓口課長・部長としてセンター会社（IMA）

設立の財務省認可等間接関与

１９９３年～９５年　建築等担当理事

１９９５年～２００３年　（株）都市整備センター　早大客員教授等歴任

現在　日本建築学会・日本住宅協会・新宿研究会会員

趣味　囲碁・油絵・新宿学（故郷への起点新宿の過去　現在　未来の調査）

住所　千葉県習志野市在住

上高地から西穂高岳連峰を望む

日の出

秋の香澄公園
原宿竹下通りの老若男女

白川郷の点睛 日比谷公園・大イチョウ
習志野市議長賞・千葉県老連理事長賞

渋谷駅・スクランブル交差点

新宿夜景・新宿研究会5カ年記念

柴又帝釈天の七五三

巣鴨とげぬき地蔵通り

浅草寺の街角

香澄公園の桜



帽子をかぶって　よさこい踊り　が今風…「東京よさこい池袋ヴィーナス」踊ることが楽しくて、愉しくてを表現「朝霞いぶき」

男性たちの笑顔も新鮮に「朝霞和樂」

広島県呉市、大水害に見舞われたが6名が参加した「ゆずりは　なるこ会」後方は「鳴子光丘」 団体名にふさわしい踊りを披露した「此花咲耶」

旗振りも活躍する、よさこい踊りは前方でも　ね「おどりんちゅ」

第
12
回
よ
さ
こ
い
光
が
丘

（
主
催
　
よ
さ
こ
い
ま
つ
り
ｉ

ｎ
光
が
丘
公
園
実
行
委
員
会

委
員
長
　
高
橋
昌
和
）
が
、
７

月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
の
３
日

間
都
立
光
が
丘
公
園
で
開
催
さ

れ
た
。
65
チ
ー
ム
（
踊
子
約
２

５
０
０
）
が
、
今
年
も
全
国
か

ら
老
若
男
女
が
連
日
35
度
の
下

で
晴
れ
や
か
に
集
ま
っ
た
。

こ
の
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
は
、

１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
か
ら

始
め
ら
れ
、
今
年
で
通
算
22
回

目
。【

受
賞
チ
ー
ム
】

▽
高
知
県
知
事
賞
＝
ぞ
っ
こ

ん
町
田
'98
▽
練
馬
区
長
賞
＝
ダ

ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団

迫
　
―
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
―
▽
よ
さ
こ

い
光
が
丘
大
賞
＝
な
る
た
か
▽

光
が
丘
Ｉ
Ｍ
Ａ
賞
＝
燦
―
Ｓ
Ｕ

Ｎ
―
▽
光
が
丘
地
区
連
合
協
議

会
賞
＝
響
▽
光
が
丘
新
聞
社

絶
賛
賞
＝
舞
華
▽
練
馬
区
商
店

街
連
合
会
賞
＝
朝
霞
高
校
　
若

欅
▽
旭
町
一
丁
目
商
店
会
賞
＝

東
京
農
大
　
百
笑
▽
旭
町
一
丁

目
町
会
賞
＝
所
沢
風
炎
祇
神
伝

〜
雅
〜
▽
旭
町
二
丁
目
町
会

賞
＝
か
つ
み
獅
子
蓮
花
▽
旭
町

三
丁
目
町
会
賞
＝
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
―

彩
雅
―
▽
よ
さ
こ
い
旗
手
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
大
賞
＝
祭
・
Ｗ
Ａ

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｉ
よ
こ
は
ま

【
審
査
委
員
】

▽
審
査
委
員
長
＝
清
水
智
子

▽
副
委
員
長
＝
柿
原
理
絵
▽
審

査
委
員
＝
高
知
県
東
京
事
務
所

副
所
長
　
松
本
和
久
　
午
前
　

橋
本
　
正
　
午
後
　
粒
良
三
夫

アッと脅く演出～ピンクの布も舞った「dance company RE IKA組」

７
月
15
日
　
約
２
５
０
０
名
が
踊
っ
た



木陰で涼をとる出演者たち連日35°を記録する中、大勢の観客が詰めかけた

一風変わった動きで光が丘に毎回圧倒された　とか「県立医療大学　錦織姫」

第1回から踊り続けて22年の「鳴子光丘」 第1部の取りで華やかに決めた　「東京農業大学　大黒天」

和洋折衷で鳴子を鳴らした「ひらり」

笑顔が輝き、踊る喜びにあふれていた「陵―RYO―」

若さはじける動きがピカ一だった「関東学院大学　誇咲」 旭町２丁目町会賞に輝いた…「かつみ獅子蓮花」



毎
年
７
月
の
初
登
校
日

頃
、
伝
統
行
事
の
「
土
支

田
風
う
ど
ん
作
り
」
を
１

年
生
（
69
名
）
の
授
業
に

組
み
入
れ
て
い
る
八
坂
中

学
校
（
校
長
　
安
井
　
実

生
徒
数
２
２
２
）
。
今

年
は
７
月
２
日
青
少
年
育

成
第
五
地
区
委
員
会
（
会

長
　
加
藤
正
八
）
を
中
心

に
同
校
と
豊
溪
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
と
地
域
住
民
が
協

力
し
て
60
名
以
上
の
実
行

委
員
で
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
日
を
迎
え
る
た
め

に
生
徒
た
ち
は
６
月
12

日
、
白
石
農
園
「
大
泉
風

の
学
校
」
で
小
麦
を
刈
り

取
り
、
同
25
日
に
は
加
藤

会
長
の
工
場
で
小
麦
の
製

粉
作
業
を
見
学
、
29
日
に

は
講
習
会
、
７
月
２
日
当

日
、
う
ど
ん
作
り
の
挑
戦
。

２
日
間
の
指
導
・
講
師
は

亀
井
昭
男
先
生
。
長
年
の

行
事
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
。
生
徒
た
ち
は
粉
か
ら

練
っ
て
、
こ
ね
て
、
切
っ

て
と
一
つ
一
つ
の
作
業
を

丁
寧
に
行
っ
た
。

で
き
あ
が
っ
た
う
ど
ん

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が

深
く
、
特
別
な
味
、
心
に

残
る
貴
重
な
体
験
と
な
っ

た
。ま

た
、
１
年
生
た
ち
は

農
業
体
験
と
し
て
白
石
農

園
で
小
松
菜
の
種
ま
き
か

ら
収
穫
も
行
っ
て
い
る
。

そ
の
翌
日
に
は
小
松
菜
サ

ラ
ダ
と
し
て
給
食
の
メ
ニ

ュ
ー
と
な
り
全
校
で
味
わ

っ
て
い
る
。

７
月
24
日
、
今
夜
も
田

柄
２
丁
目
愛
宕
神
社
で
金

魚
ま
つ
り
が
開
か
れ
た
。

生
育
の
難
し
い
金
魚
は
身

代
り
と
し
て
の
信
仰
も
。

１
９
７
３
（
昭
和
48
）

年
入
居
以
来
の
む
つ
み
台

団
地
（
光
が
丘
１
）
夏
祭

り
盆
踊
り
大
会
が
７
月

28
・
29
日
に
予
定
さ
れ
て

い
た
が
、
初
日
は
台
風
12

号
、
終
日
に
は
に
ぎ
わ
っ

た
。

 

陸
上
自
衛
隊
第
一
音
楽

隊
（
練
馬
駐
屯
地
　
北
町

４
ー
１
）
の
七
夕
コ
ン
サ

ー
ト
が
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
、
５
０
０
席
を
埋

め
た
。
昭
和
28
年
発
足
以

来
年
間
１
２
０
回
、
延
べ

30
万
人
が
拍
手
を
送
っ
て

い
る
。
並
々
な
ら
ぬ
迫
力

を
も
っ
て
第
１
部
は
ク
ラ

シ
ッ
ク
調
、
第
２
部
は
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
調
で
観
客
を
沸

せ
た
。

両
手
が
使
え
る
め
が
ね

ル
ー
ペ
「
あ
か
り
」
を
、

光
が
丘
新
聞
創
刊
35
周
年

を
記
念
し
て
、
愛
読
者
10

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。ル

ー
ペ
は
、
拡
大
倍
率

１
・
６
倍
、
カ
ラ
ー
は
、

赤
色
ラ
メ
　
黒
色
ラ
メ

紫
色
ラ
メ
　
白
の
４
色
。

折
り
た
た
み
式
三
角
収
納

ケ
ー
ス
と
巾
着
型
め
が
ね

拭
き
も
付
い
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
葉
書
に
住

所
　
氏
名
　
電
話
番
号
を

明
記
し
て
〒
179
0072
練
馬
区

光
が
丘
２
ー
10

Ｉ
Ｍ
Ａ

東
館
１
階
　
光
が
丘
新
聞

社
へ
。

締
切
　
30
年
８
月
10
日

【
平
成
30
年
度
役
員
】

▽
会
長
＝
塩
原
継
雄
▽

副
会
長
＝
田
中
　
奨
（
文

化
部
）

菅
原
雅
樹
（
広

報
部
）

小
野
　
毅
（
同
）

▽
事
務
局
長
＝
吉
田
秀
也

（
防
犯
防
災
部
）
▽
会

計
＝
外
崎
純
子
▽
幹
事
＝

石
橋
和
代
（
住
宅
対
策
部
）

種
村
悦
子
（
生
活
環
境

部
）

最
相
和
子
（
文
化

部
）

山
本
茂
幸
（
防
犯

防
災
部
）

杉
本
敏
夫

（
生
活
環
境
部
）

笠
井

一
登
（
防
犯
防
災
部
）

板
尾
君
江
（
生
活
環
境
部
）

川
島
昇
三
（
福
祉
部
）

久
木
田
充
弘
（
同
）

中

田
智
子
（
同
）

田
嶋
幸

雄
（
広
報
部
）

高
倉
顕

妃
（
住
宅
対
策
部
）

森

山
康
平
（
同
）
▽
会
計
監

査
＝
馬
場
　
孝
　
本
部
六

朗

光
が
丘
新
聞

創
刊
35
年
記
念

七
夕
音
楽
祭

八
坂
中
が
土
支
田
う
ど
ん
を



【
図
書
館
】

◇
平
和
台
＝
よ
み
き
か

せ
＝
８
月
８
・
29
日
（
水
）

15
時
30
分
〜
16
時
　
26

日
（
日
）
11
時
〜
11
時
30

分
　
対
象
　
幼
児
以
上

ろ
う
そ
く
の
お
は
な
し
会

（
素
話
）
８
月
15
日
（
水
）

15
時
30
分
〜
16
時
　
対
象

乳
児
以
上

◇
春
日
町
＝
カ
ブ
ト
虫

が
来
た
！
（
展
示
）
８
月

31
日
（
金
）
ま
で
　
夏
休

み
宿
題
応
援
隊
〜
レ
フ
ァ

丸
　
８
月
７
日
（
火
）
〜

11
日
（
土
・
祝
）
10
時
〜

14
時◇

光
が
丘
＝
お
は
な
し

会
　
乳
幼
児
　
８
月
24
日

（
金
）
11
時
　
幼
児
　
毎

水
曜
11
時
　
幼
児
〜
小
学

３
年
生
　
８
月
８
・
22
日

（
水)

・
19
日
（
日
）
15
時

【
地
区
区
民
館
】

◇
光
が
丘
＝
ベ
ー
ゴ
マ

夏
場
所
　
８
月
27
日
（
月
）

28
日
（
火
）
14
時
30
分

◇
田
柄
＝
田
柄
え
ん
に

ち
　
８
月
25
日
（
土
）
12

時
〜
14
時

◇
旭
町
南
＝
こ
ど
も
え

ん
に
ち
　
８
月
25
日
（
土
）

13
時
〜
16
時

【
児
童
館
】

◇
春
日
町
＝
あ
そ
び
の

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
　
８
月

７
日
（
火
）
〜
９
日
（
木
）

10
時
30
分
〜
16
時
　
対
象

小
学
生

◇
北
町
＝
ピ
カ
ピ
カ
メ

タ
ル
プ
レ
ー
ト
を
つ
く
っ

て
あ
そ
ぼ
う
　
８
月
15
日

（
水
）
15
時
〜
16
時
30
分

定
員
30
名

◇
光
が
丘
な
か
よ
し
＝

工
作
週
間
　
８
月
７
日

（
火
）
〜
10
日
（
金
）
①

10
時
〜
11
時
50
分
　
対
象
　

未
就
学
時
②
14
時
〜
16

時
　
対
象
　
小
学
生
以
上

お
化
け
迷
路
　
８
月
29

日
（
水
）
14
時
〜
17
時

30
日
（
木
）
10
時
30
分
〜

11
時
45
分
・
15
時
〜
16

時
30
分

◇
光
が
丘
＝
平
和
に
つ

い
て
考
え
よ
う
（
す
い
と

ん
を
作
っ
て
食
べ
な
が
ら

戦
時
中
の
話
を
聞
く
）
８

月
15
日
（
水
）
10
時
30
分

〜
13
時
　
要
申
込
　
夕
涼

み
会
　
８
月
25
日
（
土
）

14
時
30
分
〜
17
時

◇
土
支
田
＝
平
和
に
つ

い
て
考
え
よ
う
（
戦
時
中

の
話
を
聞
き
、
す
い
と
ん

を
作
っ
て
食
べ
る
）
８
月

８
日
（
水
）
15
時
〜
16
時

30
分
　
定
員
70
名
　
要
申

込
　
ま
が
玉
作
り
　
８
月

９
日
（
木
）
14
時
30
分
〜

15
時
30
分
　
対
象
　
小
学

生
　
定
員
40
名
　
真
夏
の

氷
と
か
し
選
手
権
　
８
月

17
日
（
金
）
14
時
30
分
〜

16
時
　
対
象
　
小
学
生

第
７
７
７
号
４
面
の
つ

れ
連
れ
草
著
者
名
欄
で
５

９
１
号
の
岡
田
高
幸
さ
ん

の
お
名
前
が
も
れ
て
い
ま

し
た
。
お
詫
び
し
ま
す
。

 

17
時
オ
ー
プ
ン
の
ビ

ア
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
バ
ー

「
Ｊ
・
Ｖ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
」
は
、

ホ
テ
ル
カ
デ
ン
ツ
ァ
光
が

丘
の
22
階
、
地
上
１
０

０
㍍
に
あ
る
。
眼
下
に
広

が
る
練
馬
は
、
さ
し
ず
め

燦
々
と
輝
く
「
夜
景
」
…

お
上
品
な
大
人
に
な
れ
そ

う
。
開
店
か
ら
60
分
は
、

指
定
ド
リ
ン
ク
が
半
額
に

な
る
、「
ま
ず
は
ビ
ー
ル
」

に
は
、
７
種
類
の
生
ビ
ー

ル
や
豊
富
な
ド
リ
ン
ク
が

待
っ
て
い
る
。

お
料
理
は
、
デ
ィ
ナ
ー

コ
ー
ス
　
ク
リ
ス
タ
ル
ビ

ュ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
は
２
日

前
ま
で
の
予
約
だ
が
、
１

品
料
理
な
ど
も
あ
る
の
で

安
心
。
お
そ
ら
く
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
貴
族
た
ち
が
味
わ
っ

た
で
あ
ろ
う
上
質
な
お
料

理
た
ち
が
、
次
々
と
運
ば

れ
て
き
て
、
微
笑
み
が
と

ま
ら
な
い
。
ひ
と
り
で
行

っ
て
も
、
２
・
３
人
か
ら

グ
ル
ー
プ
で
の
個
室
・
貸

切
利
用
も
で
き
る
。

毎
週
土
曜
日
に
は

Ｊ

Ａ
Ｚ
Ｚ
生
演
奏
が
無
料
で

楽
し
め
る
。
時
間
は
19

時
か
ら
と
20
時
30
分
か

ら
の
２
回
。
サ
ッ
ク
ス
＆

ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
が
30
分

間
演
奏
さ
れ
る
。

誕
生
日
月
の
利
用
や
記

念
日
の
月
に
は
特
製
ホ
ー

ル
ケ
ー
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
。
２
日
前
ま
で
の
予
約

が
必
要
。

と
っ
て
お
き
の
一
夜
を

一
度
で

良
い
か

ら
体
験

し
た
い

向
き
に
、

ホ
テ
ル

マ
ン
た

ち

が

、

腕
を
利

か
せ
て
、
尊
い
貴
方
と
の

「
出
会
い
」
を
待
ち
望
ん

で
い
る
。

こ
の
記
事
持
参
で
８
・

９
月
の
来
店
者
に
は
何
度

で
も
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
。

Tel
（
５
３
７
２
）
４
９
０
８

心
に
響
く
一
際
な
る
贅
沢



納
涼
盆
踊
り
大
会
＝
８

月
５
日
（
日
）
６
日
（
月
）

19
時
〜
21
時
　
雨
天
順
延

場
所
　
愛
宕
神
社
（
田

柄
２
ー
17
ー
11
）
主
催

田
柄
婦
人
会
　
後
援
　
田

柄
町
会
　
町
内
各
種
団
体

第
35
回
　
夏
の
雲
公
園

祭
り
＝
８
月
24
日
（
金
）

16
時
〜
21
時
　
25
日（
土
）

15
時
〜
21
時
　
内
容
　
む

ら
さ
き
幼
稚
園
児
の
子
供

盆
踊
り
　
櫓
を
囲
ん
で
の

「
納
涼
盆
踊
り
」
大
会

各

参
加
団
体
の
模
擬
店
　
地

域
の
芸
能
「
旭
太
鼓
」
ほ

か
　
子
供
み
こ
し
　
子
供

絵
画
展
　
25
日
19
時
55
分

か
ら
20
時
１
分
ま
で
と
し

ま
え
ん
の
花
火
が
上
が
る

予
定
　
主
催
　
コ
ー
シ
ャ

ハ
イ
ム
光
が
丘
第
一
・

二
・
三
・
四
自
治
会
　
シ

テ
ィ
コ
ー
プ
光
が
丘
管
理

組
合
　
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
同

パ
ー
ク
サ
イ
ド
同
　
実
行

委
員
長
　
コ
ー
シ
ャ
ハ
イ

ム
光
が
丘
第
四
自
治
会
　

会
長
　
網
　
繁

２
０
１
８
　
ゆ
り
の
木

夏
ま
つ
り
＝
８
月
25
・
26

の
両
日
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
　
舞
台
設
営
骨
組
み

８
月
19
日
（
日
）
９
時

〜
11
時
　
仕
上
げ
　
８
月

25
日
（
土
）
９
時
〜
12
時

撤
収
　
９
月
２
日
（
日
）

９
時
〜
10
時
　
テ
ン
ト
設

営
　
８
月
24
日
（
金
）
19

時
30
分
〜
20
時
30
分
　
会

場
設
営
　
25
日
10
時
〜
15

時
　
26
日
13
時
〜
15
時

警
備
・
清
掃
　
25
日
16
時

〜
22
時
　
26
日
同
　
本

部
・
ス
テ
ー
ジ
同
　
お
楽

し
み
コ
ー
ナ
ー
　
25
・
26

日
14
時
〜
19
時

第
29
回
　
自
治
会
主
催

夏
ま
つ
り
＝
８
月
18
日

（
土
）
15
時
〜
　
フ
リ
ー

バ
ザ
ー
　
防
災
用
品
展
示

18
時
〜
20
時
30
分
　
飲

食
コ
ー
ナ
ー
　
18
時
30
分

〜
19
時
30
分
　
子
ど
も
映

画
会
　
場
所
　
い
ち
ょ
う

通
り
八
番
街
団
地
（
光
が

丘
３
ー
８
ー
12
号
棟
）

練
馬
区
が
誇
る
　
ち
ひ

ろ
美
術
館
・
東
京
（
下
石

神
井
４
ー
７
ー
２
）
が
ち

ひ
ろ
の
命
日
８
月
８
日
、

生
誕
１
０
０
周
年
を
記
念

し
て
入
館
が
無
料
に
な

る
。
当
日
は
、
長
野
県
在

住
の
長
男
松
本
　
猛
さ
ん

が
来
館
し
て
、
復
元
し
た

「
ち
ひ
ろ
ア
ト
リ
エ
」
で

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
13
時

〜
と
15
時
〜
　
各
回
先
着

20
名
　
無
料
で
開
催
す
る
。

開
館
10
時
〜
17
時
　
入

館
は
16
時
30
分
ま
で
。
ま

た
、
来
館
者
に
ち
ひ
ろ
の

絵
と
文
章
が
印
刷
さ
れ
た

ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の
記
念
カ

ー
ド
が
無
料
配
布
さ
れ

る
。

子
ど
も
が
成
長
し
て

い
く
上
で
、
遊
び
は
と

て
も
大
切
で
あ
る
。
こ

れ
は
常
々
私
が
思
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
遊

び
の
中
か
ら
子
ど
も
は

「
協
調
性
や
創
造
性
、
社

会
性
、
思
い
や
り
の
心

や
我
慢
す
る
心
」
な
ど

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
自

然
と
学
ん
で
い
く
の
だ

と
思
う
。

私
の
子
ど
も
時
代
を

ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、

も
っ
ぱ
ら
外
で
暗
く
成

る
ま
で
遊
ん
だ
も
の
だ

が
、
当
時
私
が
生
れ
育

っ
た
東
京
の
下
町
に
は
、

ま
だ
ま
だ
空
地
が
多
く

あ
り
、
整
備
さ
れ
た
公

園
で
は
な
く
、
草
ぼ
う

ぼ
う
の
何
も
な
い
原
っ

ぱ
が
最
高
の
遊
び
場
だ

っ
た
。
約
束
を
し
な
く

て
も
小
学
校
か
ら
帰
れ

ば
す
ぐ
に
近
所
の
仲
間

が
み
ん
な
集
ま
っ
て
き

た
。
ビ
ー
玉
、
め
ん
こ
、

ゴ
ム
ボ
ー
ル
で
か
ど
ぶ

つ
け
、
三
角
ベ
ー
ス
。

小
学
校
３
年
生
に
な
る

と
、
少
年
野
球
チ
ー
ム

に
入
部
し
た
の
で
、
明

け
て
も
暮
れ
て
も
野
球

ば
か
り
し
て
い
た
。
自

然
と
仲
間
が
増
え
、
遊

ぶ
こ
と
を
通
し
て
信
頼

感
や
あ
る
種
の
規
律
の

よ
う
な
も
の
が
生
ま
れ
、

遊
ぶ
方
法
を
身
に
付
け

た
。
ま
た
、
当
時
は
ア

ニ
メ
全
盛
期
。
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
・
仮
面
ラ
イ
ダ

ー
に
本
気
で
憧
れ
、
ヒ

ー
ロ
ー
に
な
り
き
っ
て

い
た
。
お
な
か
が
す
く

と
、
駄
菓
子
や
に
行
き
、

時
に
は
家
か
ら
卵
を
持

っ
て
行
き
、
一
つ
の
鉄

板
で
も
ん
じ
ゃ
を
焼
い

て
仲
間
と
食
べ
た
。

中
学
校
に
入
学
す
る

と
、
当
然
野
球
を
続
け

た
か
っ
た
が
、
部
活
動

の
中
に
野
球
部
が
な
く
、

数
少
な
い
部
活
動
の
中

か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

を
選
ん
だ
。
当
時
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
は
陸
上
部

を
兼
ね
て
い
て
徹
底
的

に
走
ら
さ
れ
た
。
小
規

模
の
学
校
で
あ
っ
た
の

で
生
徒
数
は
少
な
く
、

校
庭
は
と
て
も
狭
く
、

運
動
会
も
自
校
で
は
で

き
な
か
っ
た
。
毎
日
や

す
み
な
く
練
習
が
続
き
、

都
大
会
に
も
出
場
し
、

そ
こ
そ
こ
の
成
績
を
残

す
こ
と
が
で
き
た
が
、

も
っ
と
広
い
環
境
の
中

で
伸
び
伸
び
と
運
動
を

し
た
か
っ
た
。

最
近
の
子
ど
も
達
は
、

塾
へ
通
う
こ
と
も
あ
り
、

な
か
な
か
忙
し
く
、
ま

た
、
安
全
に
あ
そ
べ
る

場
所
も
少
な
い
の
で
、

外
で
遊
ぶ
機
会
が
ほ
と

ん
ど
な
い
。
外
よ
り
家

の
中
で
の
ゲ
ー
ム
遊
び

が
多
く
、
ゲ
ー
ム
の
最

中
は
ほ
と
ん
ど
会
話
が

な
い
。
夢
中
に
な
っ
て

遊
ぶ
中
で
「
遊
び
心
」

と
通
し
て
通
い
合
え
る

も
の
が
あ
る
と
思
う
。

成
長
す
る
中
に
も
、
ぜ

ひ
「
遊
び
心
」
を
も
っ

て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い

る
。１

９
６
３
年
　
東
京

都
江
東
区
生
ま
れ
　
杉

並
区
在
住

-631-

光
が
丘
第
三
中
学
校
副
校
長
　

鈴
木
　
明

遊
び
が
一
番

少
年
時
代
を
ふ
り
返
り

納
涼盆

踊
り
大
会

ゆ
り
の
木

夏
ま
つ
り

夏
の
雲

公
園
祭
り

自
治
会
主
催

夏
ま
つ
り

８
月
８
日

ち
ひ
ろ
美
術
館
無
料


